
■総参加者数 ３５２名
<内訳>

・障がい者 ７８名（１３団体.8個人）
・ボランティア ９９名（１５団体.８個人）
・その他 175名（保護者.引率職員）

体験ボランティアは皆様のご協賛により運営されています
企業の皆様、ありがとうございます
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ボランティアセンター掲示板

‟障がい者の完全参加と平等をめざして“をテーマに、ヤマト

運輸ねぶた実行委員会の全面的なご協力のもと、青森市内

外の障がい児・者の皆さんと、ボランティアの皆さん合わせて

３52名がねぶたまつりを堪能しました！

参加者からは「毎年、ねぶたへ参加するのを楽しみにしてい

ます。熱中症に気を付けて楽しみます！」という声やボラン

ティアに初めて参加した学生さんは「以前からふくしねぶた

に興味があり参加しました。大学以外の人とも関われること

も魅力だなと思い参加しました」というお話がありました。

運行終了間際まで、大きな声で「ラッセラー、ラッセラー！」と

ねぶたを盛り上げ、大きな事故もなく終えることが出来まし

た。ヤマト運輸ねぶた実行委員会は、北村 隆氏制作「鬼童丸」

で「知事賞」と「運行・跳人賞」を受賞されました！

おめでとうございます。皆さまのご参加、ご協力誠にありが

とうございました。

あなたの作品がうちわになる⁉ 詳細は、後日、お知らせいたします。

テーマが書かれた横断幕

知事賞受賞ねぶた 北村隆氏制作 「鬼童丸」

ねぶた運行中のようす

株式会社大一通商様より
寄付をいただきました

ピップ株式会社様より
寄贈をいただきました

子ども食堂等に役立ててほしいと

いうことで、寄付をいただきました。

心温まる善意に感謝いたします。

平成１７年からご寄贈いただいて
いる車いす。今年で３8台となり、
青森市内の様々な場所で有効的
に活用させていただきます。
ありがとうございます。

寄 贈

お知らせ

毎年、青森市社会福祉協議会で実施を

している「民間福祉施設職員研修会並

びに体験ボランティア説明会」を１１月

下旬ころに予定しております。現在、

研修内容について調整を行っており

ますので、日程・開催内容等の詳細

が決定しましたら、ご案内いたします。
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「ボランティア」に関する情報、ボランティア活動者登録・ボランティア活動申込み

は、ホームページで出来ます！

httpｓ：//www.aomoricity-shakyo.or.jp/volunteer

検索

「青森市ボランティアセンター」ホーム

ページはこちらの二次元コードからGO！！

青森市ボランティアセンター

パソコン操作の苦手な方は、ボランティアセンター窓口で

登録・申込みが出来ますので、お気軽にお問合せください。

体験ボランティア

「社会の役に立ちたい」「視野を広げたい」「ボランティア活動に興味はあるけど、

どうしたらいいの？」などお考えの方！まずは、ボランティア登録をしてみませんか？

ボランティアセンターHP
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懐かしソングを参加者みんなで

楽曲を流したり、集いが円滑に
なるよう、サポートします

出発式発声
青森市手をつなぐ育成会

きどうまる

ご参加お待ち
しております!

ボランティアに参加してみよう！
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ヤマト運輸ねぶた実行委員会、市社協コラボ企画



災害ボランティアの心構え

災害ボランティアについて
～被災地支援に行く前に～

近年、気候変動などの影響により、日本では自然災害が頻発し、大雨による土砂災害や
河川の氾濫が増加しております。そのような中で、被災地で様々な活動を担う「災害ボラ
ンティア」は、被災地の復旧・復興に大きな役割を果たしています。
「被災地でボランティアしたいけど、どうしたらいいの？」という方！ぜひ、ご参考にしてください。

1. 被災地の災害ボランティア活動について最新情報の確認

災害が発生しても、現地のボランティア受け入れ体制が整っていない場合があります。
また、災害ボランティアの受け入れ範囲を市町村、または都道府県在住者のみと地域
を限定し、募集している場合もございますので、希望する被災地の社会福祉協議会等
のウェブサイトで最新情報を確認してください。

2. 被災地に負担をかけない準備をしましょう

災害ボランティアセンターでは、ボランティア活動保険の加入証明が必要となります。
お住まいの地域の社会福祉協議会で、出発前日までに加入手続きを行ってください。
お住まいの地域で加入することで自宅から活動場所までの往復の道のりも補償対象
となります（大規模災害など特例により当日加入、ウェブ加入が可能な場合があります）。

被災地では、災害直後だけでなく、その後も復興に向けてボランティア活動が
行われています。息の長い支援を出来る範囲で続けていきましょう！

災害が発生して間もない被災地では、物資が少なく調達が難しいことが多く、
調達できたとしても被災地の方々に迷惑がかかる場合があります。
状況に合わせた服装・持ち物を準備し、「自分のことは自分でする」自己完結で
被災地へ入りましょう。

3. 活動中の万が一のケガに備えたボランティア活動保険へ加入しましょう

ボランティアセンター出前講座

実施日：令和７年７月１６日 青森県警察学校 様活動レポート

高齢者、障がい者のサポート体験として、青森県警察学校で車いす体験、高齢者、

視覚障がい者、片マヒの疑似体験を実施しました。

サポートされる側、する側になり相手の立場になって考えていただきました。

体験を終えた生徒からは「視覚障がい者体験では、真っ暗で周りが見えず不安

だったが、サポートをしてくれる人の声で安心でき、声掛けは大事なんだと実感

しました。サポートが必要な人が周りにいた際は、優しく声掛けをしたいと思い

ます」とお話があり、今回の体験を通して気付いたことを今後、活かしていただ

けたらと思います。

小柳地区社会福祉協議会（東部第7区連合町会）に
おいて避難訓練及び防災訓練が行われました！

全社協被災地支援
ボランティア情報
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あおもり桜マラソン

油川幼稚園 運動会 浦中夏の遊び場

緑の募金活動

ふるさと海岸清掃活動

ボランティア推進校がんばっています‼

地域の安全を守るため、8月31日（日）に地域住民を対象

に、小柳地区社会福祉協議会による防災訓練が実施され

ました。はじめは、3つのグループに分かれて「起震車によ

る地震体験」「水消火器による消火訓練」「ダンボールベッ

ト組立て訓練」を行い、その後、救命救急講習を全体で実

施しました。参加された皆さんは、実際に体を動かしなが

ら真剣に取り組み、「もしもの時にどう行動すればよいか」

を学ぶ良い機会となりました。また、炊き出し訓練では、

温かい豚汁とアルファー米を調理・配布し、非常時の食事

を体験しました。今回の訓練を通して、防災は一人ひとり

の意識と地域の協力が大切であることを改めて感じまし

た。防災は、日頃の備えが大切です。安心・安全な地域づ

くりのため、地域全体で自分たちの地域は自分たちで守

れるよう、近隣お互い顔見知りとなり、力を合わせて今回

の訓練を役立てていただければと思います。

小柳地区社会福祉協議会
赤木 会長

起震車による地震体験

ダンボールベット組立て歩いて小柳小学校まで避難

ボランティア推進校として、活動をしている２校を紹介！両校とも、自分
たちに何ができるか生徒たち自ら意見を出し合い、積極的にボランティ
ア活動を実施し、活動の中で地域福祉への関心を高めています。


